
【対象事業】
いわき市：磐城・勿来・小名浜工業用水道事業
相馬市・新地町：相馬工業用水道事業

福島県工業用水道事業業務継続計画（BCP) 概要版（１／４）

【活動目標】東日本大震災と同規模の地震を想定（実績に基づき算出）
○発災後１時間までに職員が参集
○発災後３時間までに被災状況調査を開始し、必要に応じて応急処置
に着手

○発災後１ヶ月を目処に応急復旧を終了
○発災後１ヶ月を目処に応急復旧工事から本復旧工事へ移行。

【事業位置図】

【対象事象】
地震、台風災害、大規模停電発生、水質事故（油）、漏水事故、
ダムの渇水時

【地震発生時の対応計画】



福島県工業用水道事業業務継続計画（BCP) 概要版（２／４）

【大規模停電発生時の対応計画】
各工水非常用電源状況

【活動目標】令和元年台風と同規模の台風被害を想定（実績に基づき算出）
○発災後１時間までに職員が参集
○発災後３時間までに被災状況調査を開始し、必要に応じて応急処置に
着手
○発災後１5日を目処に応急復旧終了
○発災後１5日を目処に応急復旧工事から本復旧工事へ移行

【台風災害発生時の対応計画】



福島県工業用水道事業業務継続計画（BCP) 概要版（３／４）

【漏水事故時の対応計画】

【活動目標】河川に油が流出した際に取水に影響が生じたことを想定
○発災後１時間までに職員が参集

○発災後３時間までに被災状況調査を開始し、必要に応じて応急処置に
着手

【水質事故（油）発生時の対応計画】

【活動目標】地表で確認できる漏水量が多く、即時断水を要する場合を想定
（実績に基づき算出）
○発災後１時間までに職員が参集
○発災後３時間までに被災状況調査を開始し、必要に応じて応急処置に
着手
○発災後５日を目処に応急復旧終了
○発災後５日を目処に応急復旧工事から本復旧工事へ移行

※断水時間については受水企業と密に調整を行い、極力短時間とする。
※資材等の手配に時間を要する場合は、東北地方災害時応援協定の活用

を検討する。

【ダムの渇水時の対応計画】

以下の要綱・要領に基づき、実施するものとする。
磐城工水：高柴ダム 勿来工水：鮫川（四時ダム） 相馬工水：真野ダム
○渇水対策連絡会議設置要綱（企画調整部）
○異常渇水時における給水制限等の取扱要領（企業局）
○企業局いわき事業所渇水対策要領（企業局）
○いわき地方渇水対策連絡会議設置要綱（いわき地方振興局）
○福島県真野ダム渇水調整協議会要領（相双建設事務所）



福島県工業用水道事業業務継続計画（BCP) 概要版（４／４）

【工業用水道ユーザーの皆様への情報提供及び問合せ対応】
○ユーザー企業等への連絡については、工業用水道使用担当者の連絡先
を随時更新を行う。

○必要に応じて電話やFAX、ホームページ、説明会の開催、対策本部での現
況掲示などにより、施設の応急復旧状況、給水停止、再開の見込みなど逐
次情報提供を行う。
福島県企業局：http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/14.html

【計画に関する問い合わせ先】

福島県 企業局 工業用水道課
TEL:024-521-7578 FAX:024-521-7960 
E-mail：kigyou_kougyou@pref.fukushima.lg.jp 

【応援協定】
○東北地域における工業用水道災害時等の相互応援に関する協定
○災害時における工業用水道施設の応急対策業務相互支援に関する協定

【事前対策】
○工業用水道施設の事前対策

東日本大震災により被災した管路、水管橋、機械設備等の被災状況を
踏まえ、建設から相当の期間を経過し老朽化が著しい工業用水道施設
の「更新・耐震化」を計画的に推進し、工業用水の安定供給の確保を目
的とした「福島県工業用水道中長期計画」に基づき、事業を実施する。

○５つの方針の主要事業
Ⅰ 適切な維持管理【３条予算】

・給水業務委託
・ポンプ・モーターOH

Ⅱ 老朽施設の計画的更新【４条予算】
・（磐城）導水管布設替（Ⅰ期、Ⅱ期）
・（勿来）沼部堰改築、配水管更新（Ⅱ期）
・（小名浜）配水管更新
・（相馬）導水管更新

Ⅲ 施設の耐震化【４条予算】
・（磐城）配水池（泉、鹿島、大剣）耐震化、泉浄水場着水井・分配槽
耐震化

Ⅳ 管路の複線化【４条予算】
・（磐城）配水管（常磐線）複線化、配水管（磐城線）複線化

Ⅴ 施設の強靱化【４条予算】
・（相馬）導水管複線化、初野浄水場自家発電設備設置

○工業用水道台帳等の整備及びそのバックアップ

企業局では、施設の整備状況を紙台帳及び電子台帳にて整備を行って
おり、バックアップ体制やリスク分散を図るため、各工業用水道の施設台
帳の保管場所を以下のとおりとする。
・磐城、勿来、小名浜工業用水道・・・本局、いわき事業所
・相馬工業用水道・・・本局、相馬地方広域水道企業団（初野浄水場）

【重要関係先との緊急連絡手段の確認】

関係行政部局や水源ダム管理者、受託業者等の連絡先を確認し、連絡系統
図等を随時更新していく。

【教育・訓練計画】

東北地域における工業用水道災害時等の相互応援に関する協定第１３条に
基づき、当該年度の幹事事業者が事務局となり、応援活動が迅速かつ円滑に
行われるよう協定事業者合同で訓練を実施する。また、企業局、受水企業間
での連絡訓練を実施するものとする。


